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慮
す
る
立
場
だ
ろ
う
な
」
の
言
葉
を
思
い
出
し

た
。

　

偕
行
誌
を
通
し
て
防
衛
等
の
現
情
を
知
る
機

会
を
得
、
又
、「
命
を
賭
し
て
国
民
を
守
る
」

自
衛
隊
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
実
を
読
む

時
、
私
達
国
民
も
「
自
衛
隊
」
の
存
在
を
守
る

義
務
が
あ
る
と
考
え
る
。
会
員
と
な
り
、
せ
っ

か
く
得
た
権
利
。「
総
会
」
に
も
参
加
さ
せ
て

戴
こ
う
…
時
間
の
許
す
限
り
。	

（
阿
部
）

五
十
九
期（
士
59
期

経
8
期

）担
当
者

二
世

神
保　

明
生

お
詫
び
と
修
正

二
世
会
事
務
局　

神
保
明
生

（
小
高
貞
三
郎
25

−

1
野
砲
の
甥
）

　

前
月
号
掲
載
の
「
故
河
野
三
郎
君
を
偲
ぶ
」

の
文
中
に
お
い
て
、「
同
期
生
と
家
族
を
合
わ

せ
て
約
6
0
0
0
名
を
招
い
て
の
大
会
」
と

私
が
原
稿
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
『
6
0
0
名
』
の
間
違
い
で
す
。
僅
か
10

名
の
同
期
生
の
皆
様
で
こ
れ
だ
け
の
人
数
を
お

世
話
さ
れ
た
事
に
驚
き
、感
銘
を
受
け
た
私
が
、

思
わ
ず
全
同
期
生
の
倍
数
6
0
0
0
名
と
、

数
を
間
違
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
改
め

て
訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
致
し
ま
す
。

樋
口
季
一
郎
中
将
顕
彰
銅
像
の
北
海
道
建
立
に

向
け
て
の
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　

有
志
の
皆
様
の
多
大
な
ご
寄
付
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。	

事
務
局　

神
保
拝

野
村
知
治
様
（
10

−

3
航
襲
）
の
漢
詩
集

「
慶
祝
天
寿　

心
之
漢
詩
精
選
百
首

『
心　

迎
百
歳
』　

野
村
蘇
嶺
」
よ
り
。

夫
婦
百
歳
長
寿
を
お
祈
り
続
け
て

　
　

長
寿
祈
願
氏
神
様

急
段
寛
昇
拝
殿
鎮　

急
な
る
石
段
寛
か
に
昇
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
拝
殿
鎮
ま
る

願
祈
百
歳
毎
機
縁　

夫
婦
百
歳
を　

祈
願
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
機
縁
に

共
怡
卒
寿
謝
神
慮　

共
に
卒
寿
を
怡
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
慮
に
謝
す

思
妻
明
姿
全
更
年　

先
立
ち
し
妻
の
明
る
き
姿

　
　
　
　
　
　
　
　

を
思
浮
か
べ
更
な
る
年
を

全
う
せ
ん

　

日
月
神
社
。家
か
ら
二
キ
ロ　

妻
は
足
繁
く
、

我
は
時
々
お
参
り
し
て
百
歳
ま
で
の
長
寿
を
祈

願
す
。
二
人
卒
寿
を
迎
え
し
時
は
、
揃
っ
て
お

礼
参
り
す
。
妻
は
八
人
兄
妹
最
長
寿
、
我
は
四

人
兄
妹
最
長
寿
、
ど
ち
ら
も
強
健
な
体
躯
に
非

ざ
り
し
も
、
こ
の
氏
神
様
に
お
参
り
を
続
け
た

る
功
徳
な
ら
ん
。

神
仏
は
我
を
見
捨
て
ざ
り
き

　
　
　
　
　

感
謝
御
加
護
焉

嬰
而
炎
肺
勁
生
彰　

嬰
に
し
て
肺
を
炎
す
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勁
く
生
き
て
彰
た
り

柿
木
墜
僵
呼
息
昌　

柿
の
木
よ
り
墜
ち
て
僵
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

息
を
呼
び
て
昌
な
り

凍
土
骨
皮
瀕
死
毅　

凍
土
シ
ベ
リ
ヤ
に
骨
と
皮

死
に
瀕
す
る
も
毅
た
り

惟
惟
感
謝
報
恩
璋　

惟
惟　

感
謝
あ
る
の
み

恩
璋
に
報
い
ん

新
生
児
の
時
、
肺
炎
に
て
医
師
に
見
放
さ
れ
て

も
屈
せ
ず
、
柿
の
実
採
り
で
墜
落
し
て
も
息
を

吹
き
返
し
、
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
中
、
骨
と
皮
に
な

り
も
う
最
期
と
無
蓋
橇
に
載
せ
ら
れ
て
雪
を
振

り
払
い
つ
つ
病
院
に
運
ば
れ
て
も
回
復
す
。

感
謝
、
感
謝
。
幸
い
に
も
百
歳
を
迎
え
ん
と
す

有
り
難
き
哉
。

六
十
期（
士
60
期

軍
6
期

経
9
期

）担
当
者

北
野　

達
也

　

今
年
は
「
昭
和
1
0
0
年
」
で
あ
り
、「
終

戦
か
ら
80
年
」
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
私

は
7
〜
8
年
前
位
か
ら
毎
年
八
月
に
靖
國
神
社

へ
参
拝
し
て
日
本
国
を
守
る
た
め
に
散
華
さ
れ

た
方
々
に
思
い
を
馳
せ
、
遊
就
館
を
見
て
帰
る

と
い
う
事
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
参

拝
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
子
供
連
れ
で
参
拝
に

来
ら
れ
る
若
い
ご
家
族
が
増
え
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
事
と
私
は
思
い
ま
す
。
現

在
の
私
た
ち
の
繁
栄
は
大
東
亜
戦
争
の
中
で
亡

く
な
っ
て
い
っ
た
方
々
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
国
を
担

う
子
供
達
に
継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
は
靖
國
神
社

参
拝
を
毎
年
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当
：
杉　

正
治
（
陸
士
六
十
期
二
世
会
）

六
十
一
期（
士
61
期

軍
7
期

経
10
期

）担
当
者

清
水　

典
郎

休　

載

岡
山
県
偕
行
会

　
　
令
和
７
年
度
定
期
総
会

　
　

広
報
担
当
理
事　

綱
島
俊
昭　

陸
自
81

　

岡
山
県
偕
行
会
は
、
去
る
5
月
11
日
（
日
）

10
時
か
ら
、
岡
山
地
方
協
力
本
部
会
議
室
等
に

お
い
て
次
に
よ
り
、
総
会
等
を
開
催
し
た
。

1　

定
期
総
会

　

参
加
者
は
、
元
自
衛
官
8
名
で
、
10
時
、
開

会
の
辞
に
続
き
国
旗
に
敬
礼
・
国
歌
斉
唱
、
続

い
て
角
南
会
長
（
陸
自
75
）
が
開
会
の
挨
拶
を

行
い
、
議
事
に
入
っ
た
。
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議
案
は
、
令
和
6
年
度
事
業
実
績
報
告
、
同

収
支
決
算
報
告
、
監
査
結
果
報
告
が
承
認
さ
れ

た
後
、
令
和
7
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
計

画
に
つ
い
て
審
議
し
、滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

特
に
、
令
和
6
年
度
事
業
実
績
報
告
で
は
、
事

業
推
進
施
策
と
し
て
「
忠
魂
碑
等
の
現
況
調
査

の
継
続
」
を
図
り
、
秋
の
集
中
調
査
に
よ
り
、

新
た
に
16
か
所
の
忠
魂
碑
を
発
見
す
る
と
と
も

に
、「
吉
備
の
国
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク
」
に
2
回
参

加
し
、9
か
所
の
忠
魂
碑
の
現
況
を
把
握
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
を
し
て
い
る
「
近
現

代
史
・
思
想
の
調
査
及
び
研
究
」
の
第
2
回
の

催
し
と
し
て
、
元
幹
部
陸
上
自
衛
官
有
志
執
筆

の
「
現
代
戦
研
究
2
0
2
4
」
を
資
料
と
し

て
勉
強
会
を
実
施
し
、
参
加
者
相
互
の
意
見
を

交
換
す
る
と
と
も
に
理
解
を
深
め
た
。

　

令
和
7
年
度
事
業
計
画
で
は
、
方
針
と
し
て

「
世
代
交
代
に
よ
る
内
部
態
勢
の
充
実
を
図
り

つ
つ
、
偕
行
社
設
立
の
根
本
精
神
「
英
霊
に
敬

意
を
」「
日
本
に
誇
り
を
」
を
継
承
し
、
戦
没

者
の
慰
霊
顕
彰
及
び
陸
上
自
衛
隊
へ
の
支
援
を

主
体
に
事
業
を
推
進
」
し
、ま
た
「
近
現
代
史・

思
想
の
調
査
及
び
研
究
を
実
施
す
る
」
事
を
重

点
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
全
員

の
賛
同
を
得
た
。

2　

講
演
会
並
び
に
情
報
交
換
会

　

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て
、
昨
年
度
同
様
に

岡
山
県
隊
友
会
と
の
共
催
行
事
と
し
て
、
11
時

30
分
か
ら
約
1
時
間
、
海
上
自
衛
隊
呉
地
方
総

監
部
幕
僚
長 

今
野
泰
樹
海
将
補
に
よ
る
「
海

上
自
衛
隊
・
呉
地
方
隊
」
と
題
し
た
防
衛
講
話

を
拝
聴
し
た
。

　

今
野
泰
樹 

海
将
補
は
、
昨
今
の
イ
ン
ド
・

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
環
境
の
厳
し

さ
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
海
上
自
衛
隊
・
呉
地

方
隊
の
任
務
と
重
要
度
の
増
大
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
興
味
深
い
講
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
13
時
15
分
か
ら
情
報
交
換
会
を
実

施
し
た
が
、
岡
山
県
隊
友
会
と
共
催
の
た
め
旧

知
の
O
B
と
も
再
会
し
て
近
況
を
交
換
し
合

う
な
ど
、
相
互
理
解
を
深
め
た
。

　

約
2
時
間
の
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
、
名
残
惜
し
か
っ
た
が
来
年
の
再
会

を
約
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

青
森
県
偕
行
会

「
第
2
回
弘
前
忠
霊
塔
例
大
祭
」等

　に
協
力会

長　

稲
村
孝
司　

陸
自
75
期

　

7
月
27
日
（
日
）「
第
3
回
弘
前
忠
霊
塔
例

大
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
遺
族
会
や
県
偕
行
会
、

県
隊
友
会
、
弘
前
駐
屯
地
な
ど
の
関
係
者
や
国

会
議
員
、
県
議
ら
約
60
人
が
参
列
し
、
戦
没
者

を
供
養
す
る
と
と
も
に
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ

た
。
県
偕
行
会
は
、例
大
祭
へ
の
協
力
は
勿
論
、

前
日
の
同
塔
周
辺
の
草
刈
り
清
掃
奉
仕
に
も
現

役
自
衛
官
70
名
の
協
力
を
得
て
協
力
し
た
。
同

草
刈
り
清
掃
奉
仕
は
昨
年
か
ら
は
例
大
祭
前
日

に
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
草
刈
り
清
掃
が
終

わ
っ
た
会
場
で
は
、
テ
ン
ト
張
り
等
の
例
大
祭

準
備
に
も
汗
を
流
し
た
。
テ
ン
ト
は
学
校
で
の

運
動
会
等
で
使
わ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
の
8
本

支
柱
の
重
い
も
の
で
、
高
齢
役
員
12
名
に
よ
る

作
業
は
難
儀
な
も
の
だ
っ
た
。
テ
ン
ト
張
り
の

後
に
は
、
来
賓
者
用
の
椅
子
、
一
般
参
列
者
用

の
パ
イ
プ
椅
子
を
並
べ
、
忠
霊
塔
本
堂
で
の
慰

霊
行
事
の
中
心
と
な
る
弘
前
市
を
代
表
す
る
長

勝
寺
、
本
行
寺
、
海
蔵
寺
及
び
遍
照
寺
の
四
住

職
に
よ
る
読
経
の
準
備
を
行
っ
た
。

　

例
大
祭
は
、
猛
暑
の
中
、
9
時
半
か
ら
準
備

に
取
り
掛
か
り
、
11
時
か
ら
国
歌
斉
唱
に
始
ま

り
、
慰
霊
行
事
と
し
て
四
住
職
に
よ
る
読
経
に

よ
る
戦
没
者
の
慰
霊
が
行
わ
れ
た
。読
経
の
間
、

参
列
者
は
本
堂
で
順
次
焼
香
を
行
っ
た
。
引
き

続
き
、
例
大
祭
行
事
に
入
り
、
須
藤
会
長
の
挨

拶
、
来
賓
と
し
て
弘
前
市
長
代
理
、
岡
田
華
子

衆
議
院
議
員
代
理
、
阿
部
廣
悦
県
英
霊
に
こ
た

え
る
会
会
長
が
挨
拶
し
た
。
来
塔
者
感
想
文
の

紹
介
後
、「
海
行
か
ば
」
を
斉
唱
し
て
交
歓
会

へ
移
行
し
た
。

　

交
歓
会
は
、
長
勝
寺
内
の
「
御
成
り
の
間
」

で
行
わ
れ
た
。長
勝
寺
は
津
軽
家
の
菩
提
寺
で
、

同
室
は
殿
様
の
為
に
設
け
ら
れ
た
床
の
間
で

あ
っ
た
。
同
室
へ
の
移
動
は
、
忠
霊
塔
か
ら
長

勝
寺
の
庭
に
面
し
た
縁
側
か
ら
、
約
1
5
0

㍍
歩
い
て
と
な
っ
た
。
交
歓
会
は
、
弘
前
市
福

祉
部
長
、
遺
族
会
会
長
、
県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
等
36
人
に
対
し
て
、
忠
霊
塔
を
守
る
会

の
活
動
を
紹
介
し
、
戦
没
者
の
慰
霊
の
場
と
し

て
維
持
・
管
理
に
一
層
の
理
解
を
深
め
る
機
会

と
な
っ
た
。

　

市
長
代
理
で
参
加
さ
れ
た
福
祉
部
長
は
、
春

に
着
任
さ
れ
た
女
性
部
長
で
弘
前
地
区
保
護
司

会
も
担
当
し
て
い
る
。
昨
年
参
加
さ
れ
た
部
長

は
早
々
に
退
席
さ
れ
た
が
、
今
年
の
部
長
は
女

性
会
員
か
ら
の
市
政
に
関
す
る
要
望
等
に
最
後

ま
で
応
じ
て
く
れ
た
。
毎
年
7
月
は
法
務
省
主

催
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
展
開
さ

れ
、
今
年
は
75
回
で
あ
り
、
弘
前
地
区
で
も
7

月
6
日
（
日
）
に
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
目
玉
と
し
て
昨
年
暮
れ
の
衆
議
院
議
員
選

挙
で
、
自
民
党
議
員
を
破
り
初
当
選
さ
れ
た
立

憲
民
主
党
の
女
性
議
員
を
招
待
す
べ
く
、
保
護

司
会
会
長
と
し
て
同
部
長
に
具
申
し
て
却
下
さ

れ
て
い
た
因
縁
か
ら
、
や
や
反
感
の
気
持
ち
を

持
っ
て
い
た
が
、
忠
霊
塔
の
今
後
の
事
を
想
い

感
謝
の
心
で
対
応
し
た
。
そ
も
そ
も
戦
没
者
に

関
す
る
市
役
所
の
所
掌
事
務
が
、
福
祉
部
と
い

う
障
害
者
や
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
対
象
と

す
る
福
祉
部
な
の
か
不
満
と
す
る
と
こ
ろ
で
も

あ
っ
た
。

　

来
賓
退
場
の
後
、
役
員
は
会
場
の
後
片
付
け

に
汗
を
流
し
た
。
呑
ん
だ
ビ
ー
ル
や
酒
も
醒
め

て
仕
舞
う
暑
い
中
で
の
作
業
と
な
っ
た
。
同
会

に
は
、
小
生
始
め
当
会
三
上
会
員
、
帯
川
会
員
、

北
畠
会
員
、
渋
谷
会
員
、
田
中
会
員
、
上
月
会

員
及
び
櫻
庭
会
員
の
8
名
が
参
加
し
た
。

　

そ
の
様
子
は
、
翌
28
日
に
地
元
新
聞
陸
奥
新

報
の
二
面
に
大
き
く
報
道
さ
れ
、
県
民
及
び
市

民
に
大
き
な
関
心
を
呼
ん
だ
。

　

タ
イ
ト
ル
「
戦
没
者
供
養　
平
和
へ
祈
り 

弘

前
忠
霊
塔 

で
例
大
祭
」
と
共
に
忠
霊
塔
と
大




